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国
土
交
通
省
は
三
月
二
十

六
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中

央
合
同
庁
舎
二
号
館
共
用
会

議
室
で
第
四
回
「
中
古
住
宅

市
場
活
性
化
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
」
を
開
き
、
不
動
産
取

引
・
金
融
実
務
の
関
係
者
に

建
設
工
事
の
適
正
な
施
工

・
品
質
と
担
い
手
の
確
保
を

目
的
と
し
て
改
正
品
確
法
が

昨
年
六
月
四
日
に
公
布
・
施

よ
る
二
カ
年
の
議
論
の
成
果

と
し
て
報
告
書
を
ま
と
め

た
。
新
た
な
建
物
評
価
指
針

の
市
場
へ
の
定
着
や
住
宅
所

有
者
に
よ
る
適
切
な
維
持
管

理
、
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン

（
建
物
検
査
）
の
普
及
促
進

行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き

国
土
交
通
省
は
各
発
注
者
が

発
注
関
係
事
務
を
適
切
・
効

率
的
に
運
用
で
き
る
よ
う
共

な
ど
に
連
携
・
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

当
日
は
海
堀
安
喜
同
省
大

臣
官
房
審
議
官
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
こ
れ
ま
で
中
古
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
の
活
性

化
に
向
け
て
関
係
者
に
お
集

通
の
指
針
と
な
る
運
用
指
針

政
府
は
三
月
二
十
四
日
、

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
の
向
上
に
関
す
る
新
法

案
を
閣
議
決
定
し
、
国
会
に

提
出
し
た
。
住
宅
以
外
の
大

規
模
建
築
物
の
省
エ
ネ
性
能

基
準
適
合
義
務
や
中
規
模
以

ま
り
い
た
だ
き
、
率
直
か
つ

自
由
で
多
岐
に
わ
た
る
意
見

を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ま
で

の
議
論
を
総
括
と
し
て
取
り

ま
と
め
、
よ
り
良
い
市
場
形

成
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

を
関
係
省
庁
申
し
合
わ
せ
と

し
て
策
定
。
総
務
・
国
交
両

省
は
都
道
府
県
・
政
令
市
と

各
議
会
に
適
切
な
運
用
を
求

上
の
建
築
物
の
省
エ
ネ
計
画

届
出
義
務
、
省
エ
ネ
向
上
計

画
の
認
定
制
度
な
ど
を
創
設

す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
日
本
再
興
戦

略
で
は
新
築
住
宅
・
建
築
物

報
告
書
は
①
建
物
評
価
の

改
善
と
市
場
へ
の
定
着
②
良

質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成

め
る
通
知
を
出
し
、
管
内
市

町
村
へ
の
周
知
を
要
請
す
る

と
と
も
に
、
国
交
省
は
発
注

者
や
業
界
関
係
者
を
対
象
に

し
た
都
道
府
県
単
位
の
説
明

会
の
開
催
や
相
談
窓
口
の
設

置
な
ど
で
指
針
の
周
知
に
努

め
て
い
る
。

厚
労
省
も
運
用
指
針
を
踏

ま
え
た
工
事
発
注
な
ど
が
行

わ
れ
る
よ
う
全
国
の
水
道
事

業
者
・
水
道
用
水
供
給
事
業

者
、
各
都
道
府
県
水
道
行
政

担
当
部
局
に
運
用
指
針
・
解

説
資
料
の
周
知
を
図
っ
て
い

る
。
全
管
連
は
こ
う
し
た
取

り
組
み
に
謝
意
を
表
し
た
う

え
で
一
層
の
周
知
徹
底
を
求

め
た
。

一
方
、
国
交
省
は
建
設
工

に
つ
い
て
二
○
二
○
年
ま
で

に
段
階
的
に
省
エ
ネ
基
準
へ

の
適
合
を
義
務
化
す
る
よ
う

定
め
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け

て
社
会
資
本
整
備
審
議
会
は

一
月
二
十
九
日
、
国
土
交
通

省
に
第
一
次
答
申
を
行
い
、

・
流
通
を
促
進
す
る
環
境
整

備
③
中
古
住
宅
市
場
活
性
化

に
資
す
る
金
融
面
の
取
り
組

み
④
戸
建
て
賃
貸
住
宅
市
場

の
活
性
化
⑤
地
域
政
策
と
の

連
携
│
│
な
ど
で
構
成
。
建

物
評
価
改
善
な
ど
の
取
り
組

み
を
中
古
住
宅
流
通
市
場
と

金
融
市
場
に
定
着
に
さ
せ
る

と
と
も
に
、
高
齢
化
・
ス
ト

ッ
ク
社
会
を
見
据
え
た
中
古

住
宅
関
連
金
融
商
品
の
開
発

な
ど
を
推
進
す
る
。

事
の
担
い
手
が
適
正
な
利
潤

を
確
保
で
き
る
よ
う
労
務
・

資
材
の
取
引
価
格
や
施
工
実

態
を
反
映
し
た
予
定
価
格
を

適
正
に
設
定
す
る
た
め
、
土

木
工
事
積
算
基
準
の
一
般
管

理
費
率
・
現
場
管
理
費
率
を

改
定
し
、
今
年
度
か
ら
適
用

す
る
。
こ
の
た
め
全
管
連
は

水
道
施
設
整
備
費
に
係
る
歩

掛
表
に
つ
い
て
も
継
続
し
て

改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望

し
た
。

水
道
議
連
へ
の
要
望
で
は

厚
労
省
の
組
織
再
編
で
水
道

関
係
予
算
が
増
額
確
保
で
き

な
く
な
る
事
態
を
危
惧
し
、

平
成
二
十
八
年
度
予
算
編
成

の
早
い
段
階
か
ら
増
額
確
保

へ
の
協
力
を
要
請
し
た
。

大
規
模
建
築
物
を
皮
切
り
に

段
階
的
に
義
務
化
す
る
仕
組

み
づ
く
り
を
求
め
て
い
た
。

法
案
に
よ
る
と
、
大
規
模

な
非
住
宅
建
築
物
（
特
定
建

築
物
）
に
対
し
て
は
新
築
時

な
ど
に
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適

合
義
務
・
適
合
性
判
定
義
務

を
課
し
、
建
築
確
認
で
担
保

す
る
。
中
規
模
以
上
の
建
築

物
に
は
新
築
時
な
ど
に
省
エ

ネ
計
画
の
届
出
義
務
を
課

し
、
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し

な
い
と
き
は
必
要
に
応
じ
て

所
管
行
政
庁
が
指
示
な
ど
を

行
う
。

ま
た
省
エ
ネ
性
に
優
れ
た

建
築
物
は
所
管
行
政
庁
に
よ

る
省
エ
ネ
向
上
計
画
の
認
定

を
受
け
て
容
積
率
の
特
例
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
省
エ
ネ
基
準
に
適

合
し
て
い
る
建
築
物
に
つ
い

て
は
所
管
行
政
庁
の
認
定
を

受
け
て
省
エ
ネ
性
能
を
表
示

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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宮崎水道課長 大澤会長

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
大
澤
規
郎
会
長
）
は
三
月
二
十
四
日
、
改
正
品
確
法
を
踏
ま
え
「
発
注
関

係
事
務
の
運
用
に
関
す
る
指
針
」
の
さ
ら
な
る
周
知
徹
底
と
水
道
施
設
設
備
費
に
係
る
歩
掛
表
の
改
定
を
厚
生
労

働
省
に
要
望
し
た
。
大
澤
会
長
、
粕
谷
明
博
専
務
理
事
、
松
本
淳
司
常
務
理
事
が
東
京
・
霞
が
関
の
同
省
を
訪

れ
、
宮
崎
正
信
水
道
課
長
に
要
望
書
を
手
渡
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
自
民
党
水
道
事
業
促
進
議
員
連
盟
の
川
崎
二

郎
会
長
に
厚
生
労
働
省
健
康
局
再
編
に
伴
う
今
後
の
水
道
関
係
予
算
確
保
へ
協
力
を
求
め
た
。
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川崎水道議連会長㊨に

報告書作成で意見交換


